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 【改訂のポイント】 

○指導者が自己評価を行うチェック項目を、児童生徒の姿から授業を振り返る文言にしました。 

  ○指導者が自己評価をして、「目指す児童生徒の姿に到達していなかった」という場合に、「どうすれ 

   ばよかったのか」を考えるために、＜改善のヒント＞や＜手立てのヒント＞を掲載しました。 

  ○「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムの４つの過程から、本時で行う部分を選択の 

   上、☑を入れてその部分の振り返りを行うことができるようにしました。 
 

【実践モデルプログラムの４つの過程】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「実践モデルプログラム」は、毎時間その全てを行うことを推奨するものではありません。毎 

時間全てを行うと、かえって形式的な授業となってしまう可能性があります。１単位時間で行う 

場合もあれば、複数時間で行う場合もあり、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した上 

で行います。大切なことは、単元計画や授業計画に意図的・計画的に「見いだす」「自分で取り 

組む」「広げ深める」「まとめあげる」を位置付けることです。 

（出典：千葉県教育委員会 「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム リーフレット） 

☆裏面、授業改善のための「セルフチェクシート」Ｒ４～（活用例）も、ご覧ください。 
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管内小・中学校において実施した「令和３年度教育活動等に関するアンケート」の結果、

昨年度の「セルフチェックシート」の活用率は９４．２％でした。 

 更に使いやすくなるようにリニューアルしましたので、今年度も、主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授業改善のために、「セルフチェックシート」をご活用ください。 
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